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このことに関して、中央教育審議会答申（2016 年 12 月 21 日）では、「今後教科等における学習指導と
生徒指導とは、目指すところがより明確に共有のされることとなり、さらに密接な関係を有するものにな
ると考えられ、学習指導と生徒指導とを分けて考えるのでなく、相互に関連付けながら充実を図ることが
重要である」2）ことを示している。また、文部科学省が 2017 年 3 月に告示した「中学校学習指導要領」

















































































ある公立中学校（以下、「実践校」と表す。）である。実践校の規模は、1 年生およそ 220 人、2 年生およ








































































第 2 次の「書くこと」に関する部分を、生徒指導の視点から考察する。 





















中学校の 9 年間を通してスパイラルに学習するものであることから、小学校 6 年生と中学校 2年
生の間に位置する 1 年生の授業において本単元を設定することに問題はないと考えた。 
 
表 2 本時の展開（第 2 次・4 時間目）（※導入・展開・終末の説明は省略） 










































































































表 3 意見文のルーブリック 
   尺度 
項⽬ 
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